
 

 
 

図-1 ロードマップの例（技術開発分野①-1） 

 

３．課題解決技術支援ツールの開発と試行版の公開 

 地方公共団体等の下水道事業実施団体が抱える技

術的な課題やニーズを把握するため、アンケートや

ヒアリング調査を数回実施した。その結果、各下水

道事業実施団体が直面している課題やニーズを認識

し、現存する効果的な解決手法を効率的に把握する

ことが重要であることから、開発会議としても支援

を行うことが必要との結論を得た。これを受け、技

術情報の検索システムである「課題解決技術支援ツ

ール（試行版）」（以下「ツール」という。）を作

成し、2022年6月に国総研のウェブサイトで公開した

(図-2)。 

 ツールでは、フリーワード、地方公共団体名、詳

細課題、ホットワード別の検索ができ、検索結果で

は、技術的課題解決策、関連ガイドライン・マニュ

アル名、各種事業制度等を表示する。さらに地方公

共団体名での検索では、他の類似団体との比較や、

技術的課題解決策の表示が可能である。 

2022年度は、特性の異なる６団体にツールの試用

を依頼し、その使用感や改善点をヒアリングし、更

なるシステム改良を行う予定である。 

 

４．技術開発目標の進捗状況に関する調査 

2015年のロードマップ策定以降、進捗度を確認す

るための調査を継続的に実施しており、学会の論文

集や講演集を中心とした文献情報の調査を行い、技

術開発分野毎の文献数等について分析してきた。 

2022年度は、より多角的に分析するため、関係機

関に登録された約300の新技術や約400の技術ガイド

ライン・マニュアル類（表-2）の導入・活用状況に

ついて、技術開発企業、政令指定都市、コンサルタ

ント会社等に対するアンケート調査を実施した。こ

こで得られた情報については、３．で紹介したツー

ルにも反映させ、より一層充実したシステムとして

改善していく予定である。 

表-2 調査対象の新技術、ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ・ﾏﾆｭｱﾙ類  

 

５．おわりに 

国総研では、本調査研究の成果を毎年度、国総研

資料「下水道技術開発レポート」2)として発刊してお

り、今後も下水道分野の新技術の開発や導入促進に

取り組んでいく方針である。 

 

☞詳細情報はこちら 

1)下水道技術開発会議、下水道技術ビジョン

http://www.nilim.go.jp/lab/eag/gesuidougijyuts

uvision.html 

2)下水道技術開発レポート 

http://219.112.224.21/lab/eag/gesuidougijyutsu

kaihatsureport.html 図-2 ツールのウェブサイトのトップ画面
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を活用したダム安全管理用

判断支援ツールの開発
研究期間：令和２年度～令和４年度

河川研究部 大規模河川構造物研究室

櫻井 寿之 小堀 俊秀 松下 智祥

（キーワード） ダム、安全管理、管理者支援、 、

１．はじめに

ダムの維持管理における安全管理では、目視等に

よる点検とともに、漏水量、変形（変位）や揚圧力

等の各種計測データの監視が異常検知の基本的かつ

重要な手段となっている。しかし、高度経済成長期

に建設された長期供用ダムが増加する中、ダムの状

態に異常がないかを、巡視や計測により監視する安

全管理の経験豊富な熟練職員の不足が懸念される。

このような状況に対応し、ダム管理の経験の少ない

職員がダム管理者として従事する場合でも、ダムの

異常等の判断を的確に行えるような工夫が必要と考

えられる。

そこで、大規模河川構造物研究室では、ダムの管

理者による異常有無の判断を支援する 技術につい

て検討を進め、「ダム安全管理用判断支援ツール（以

下、判断支援ツール）」の開発を行った。

２．判断支援ツールの目的

ダムの維持管理における の活用は、図 に示す

ように、降雨予測、流入量予測や操作支援等のダム

の運用面での検討の他、地すべりの予測や、ダム堤

体表面の劣化状況の把握等の健全性の把握における

検討と多岐にわたっている。本判断支援ツールは、

ダム管理者が実施するダム堤体の安全管理を支援す

るために、漏水量、変形（変位）や揚圧力等の計測

値の異常の有無を判断する際に参考となる情報を提

供することを目的としている。

３．判断支援ツールで用いている 技術

コンクリートダムの堤体変形（変位）量は一般に

貯水位や温度の影響を受け、周期的変化を繰り返す

ことがわかっている。同様に、漏水量や揚圧力は、

貯水位の他に外気温やダム周辺地山の地下水位等の

複数の要因の影響を受け増減を繰り返している。こ

れらを踏まえて、貯水位や外気温等を考慮した予測

値と実測値のずれによって異常を検知することを考

え、時系列データの回帰問題に適用可能な深層学習

のアルゴリズムで、過去データ（時系列データ）を

長期記憶として考慮した予測が可能な （

、図 ）を判断支援ツールに適用

した。

重力式コンクリートダム（堤高約 ）の堤体変

形量（上下流方向成分）について、 を用いて学

習させた試算例を示す。図 に示すモデルの入力層
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図 ダムの維持管理における の活用例

図 モデルの概要
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に説明変数に相当するデータとして貯水位及び温度

（外気温、堤体温度）の時系列データを入力し、出

力層は堤体変形（変位）とした。学習より得られた

堤体変位量の予測結果（推定値）と実測値の比較を

図 に示す。同図中には従来手法である重回帰分析

による結果も示しているが、 による予測は実測

値をよく表現できていることがわかる。

このように は高精度に予測できることから、

実測値との乖離の閾値を適切に設定することで、ダ

ム管理者による早期の異常検知へと活用することが

できると考えられる。

４．判断支援ツール

判断支援ツールは、ダム管理所の職員等が扱いや

すいよう、表計算ソフト （ 社製）で

データの入出力やパラメータの設定を行えるよう作

成を行った。判断支援ツールは、漏水量、変形（変

位）、揚圧力等の時系列データを対象として、過去

データの学習に基づく予測と実測データが乖離する

場合を「異常」と判定する。

（１）活用の場面

判断支援ツールの活用場面は、表に示すように、

過去の挙動確認、当日の挙動確認、将来の挙動予測

に用いることを想定している。

（２）機能

判断支援ツールの機能を図 に示す。判断支援ツ

ールは、分析対象の時系列データを ファイル形式

で作成後、図 に示す①～⑦までの各処理を判断支

援ツール内で自動処理することができる。

（３）出力例

判断支援ツールの出力例として、重力式コンクリ

ートダム（堤高約 ）の堤体内漏水量について、

過去の挙動確認を行った結果を示す。目的変数は全

漏水量、説明変数は貯水位と気温を用いた。出力結

果（図 の⑦で出力される図）を図 に示す。

図 （ ）では、ダム管理者が設定する判断の指標と

なる閾値が表示される。ダム管理者はこの閾値を基

準に異常有無の判断を行うことができる。

５．おわりに

技術のひとつである を用いて、ダム管理者

が活用することを想定した判断支援ツールを開発し

た。今後は、ダム管理者による判断支援ツールの試

行を継続して実施し、その結果を踏まえてツールの

改良、マニュアルの作成等を行う予定である。

図 試算例（堤体変形（変位）量の予測）

表 判断支援ツールの活用の場面）
判断支援ツールの

活用場面
目的

過去の挙動確認 トレンドの変化から異常の可能性を判定

当日の挙動確認
過去のトレンドからの乖離の有無による

異常の有無の確認

将来の挙動予測

過去のトレンドからダムの異常による状

態変化がない場合を予測することで、安全

管理の指標として活用

図 判断支援ツールの機能

図 出力例（過去の挙動確認（漏水量））
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